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プラン・コンタブル・ジェネラル（Plan Comptable Général ―以下，プラン
・コンタブルと略称する）を核とする統一的会計制度を国内基準として有す
るフランスも，IFRS のアドプションを行っている。周知のように２００５















２） わが国において IFRS の強制適用が延期された背景には，①米国の適用延期，






















































４） C.N.C., Plan Comptable Général（以下，注記においては P.C.G. と略称する）
1986, p. I. 7. プラン・コンタブルは１９８３年に EC 会社法第７号指令「連結
財務諸表」が発表されると，１９８６年には「一般会計」の部の末尾に「計算




























































８） Commission de Normalisation des Comptabilité, P.C.G., 1947, p. 14.
９） Ibid., pp.15~16.
１０） Ibid.








「私的利益 (l’intérêt privé) のための会計の他に，社会的利益 (l’intérêt public)
のための会計１２）」を重視していると言える。






















EU 各国が２００５年からの IFRS の強制適用を正式に決定したのは２００２
年であった。すなわち，２００２年７月１９日に採択された「国際的な会計原
則に関する EU 議会および理事会の命令 No. 1606/ 2002」である。しか
しながら，すでに１９９５年１１月には，EU 委員会は EU 域内における市場
統合を目指し，「会計調和－国際協調に向けた新たな戦略 (Accounting Har-
monization: A New Strategy Vis-a-vis International Harmonization)」を公表して
いた。ここで明らかにされた戦略は，IASB（当時は IASC: International Ac-
counting Standard Committee；国際会計基準委員会）が公表する IFRS（当時は
IAS: International Accounting Standard；国際会計基準）と協調し，EU 会計基
準の国際互換性を図る方針を明らかにしたものであった。さらに２０００年
６月，欧州委員会は，「EU 財務報告戦略－進むべき道 (EU Financial Report-
ing Strategy:the way forward)」を公表し，２００５年までに国際会計基準を域内
のすべての上場会社に適用する方針を公表したのであった。したがって実
質的には１９９０年代後半には，EU 各国の２００５年からの IFRS の強制適用
は既成事実となっていたのである。
このような情勢の下でフランスでも，会計基準の国際化への対応が急務
となった。１９９６年には C.N.C. の中に緊急委員会 (Comité d’urgence) が創
設され，１９９８年には C.N.C. とは異なる機関として，１９９８年４月６日の

























































２００９年１月のオルドナンスにより，C.N.C. と CRC の２機関を統合す
る形で創設され，現在，唯一の会計基準設定団体となっている会計基準


































実はこのことは，既述のように，CRC と C.N.C. が協調して作成した
１９９９年プラン・コンタブルの編集方法に，如実に表れているとわれわれ
２１） ANC, Plan stratégique ANC 2010-2011 (2010), pp. 15-21参照。
２２） 国立統計経済研究所 (L’Institut National de la Statistique et des Études



























化・設備計画》(Plan de Modernisation et d’Equipement) の一環として作成さ
れた１９４７年プラン・コンタブル，《経済・社会発展計画》(Plan de





































「プラン・コンタブルの存在理由」(les raisons d’être d’un plan comptable
général) という章を設けて，プラン・コンタブル作成に至った理由とその
正当性について論じている。そしてこの章は，「１９４２年７月の『現代経済
















２６） R. CAUVIN, “Historique et Critique du Plan Comptable Général”,
E. ARCHAVLIS, R. CAUVIN, J. R. ORUN, G. ROMNET, Journées d’Etudes
Comptables Marseille, 1949, Le Plan Comptable Général Etudes et Rapports,
Edition du Conseil Régional de l’Ordre National des Expert-Comptables et
Comptables Agrées, p. 19.





























２９） Ibid., p. 9.


























しての最初の著作 (oeuvre originale) を２度繰り返して出版した３２）」と論じ
３１） A. BRUNET, La Normalisation comptable au service de l’entreprise, de la
science et de la notion, Edition Dunod, 1951.
３２） Ibid., p. 165.



























るように思われると論じている。(J. RICHARD, «Les Origines du Plan
Comptable Français de 1947: Les Influences de la Doctorine Comptable






























３４） C. C. PINCELOUP, Histoire de la Comptabilité et des Comptables, 1993,
Edition Nice, p. 105.
３５） もちろん，シュマーレンバッハがコンテンラーメンを公表する以前から，コ
ンテンラーメンに関する議論は存在している。たとえば１９１４年のシェアー
(Johann Friedrich SCHÄR) の『勘定組織論』(Buchhaltung und Bilanz auf




















































































３７） J. RICHARD, Op.cit, p. 1.
３８） Ibid., p. 2.












ともかく，２００５年の EU の IFRS 強制適用に際して，フランスは会計
標準化の手段として，IFRS ではなく，あくまでもプラン・コンタブルの
継続を選択した。そしてそこには２０世紀初頭から綿々と続く会計標準化
思考が存在するのである。
もちろん IFRS のようなアングロ・サクソン的会計思考からみれば，フ
ランスの会計標準化思考は全く異なったもの，時代遅れの代物に思う向き
もあるかもしれない。しかしながら，古くからあるもの，伝統的なものを
不用意に放棄して，新しいだけのものに飛びついてしまって良いものであ
ろうか。われわれは，「制度や理論の水準を云々する前に，その国に固有
の内面的なものの展開－これが物質的な文明の進歩に対比される精神的な
文化の発展につながるものであろう－がどういう状況にあるか，そういう
側面を明らかにすることこそが大切４０）」であると考えている。そういう意
味でも，IFRS アドプションの動きにブレーキがかかり，その正当性につ
いて疑問符が付けられ始めた今こそ，その対極にあるフランスの会計標準
化思考には学ぶべきものが多いと言えよう。
４０） 斉藤昭雄著，前掲書，p. 2.
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